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「
色

を

聴
こ

う

」

（
第

五

十

回

）

あ

な

た
は
音

を
聴

く

と
色

が
み
え

ま
す
か
？

た
と
え
ば
「
黄

色
い
声
」
と

は

、
頭

の
て
っ
ぺ
ん

か
ら
出

る

女

性

の
甲
高
い
声
の
こ
と
。
こ
う
感

じ
る
の
は
、
頭
の
中
で
聴
覚

と
視

覚

が
一
緒

に
刺

激

さ

れ
る
た
め

。
日

本
で

は
黄

色

だ
が
イ
タ
リ
ア
で
は
「
白

い
声
」
と

な
り
、
逆

に
男

性

歌

手

に

よ

る

深

み

の
あ
る
声
は
「
黒
い
声
」

と
な

る
そ

う

だ
。

こ

れ

は

ア
マ
チ
ュ
ア

の
レ
ベ
ル
だ
が
、
音

を
聴

く
と

色

を

感

じ
る
人

が

実
際
に
存
在
す
る
。「
色

聴
」
所
有
者
と
呼
ば
れ
、

音
程
が
完
全
に
わ
か
る
絶

対
音
感
を
持
つ
人
に
多
い
。

一一
丿
年

前
の
研
究

で
は
、
ド
は
赤

色

、

レ
は
董

色

、
ミ

は

黄

金

色

、
フ
ァ
は
ピ

ン
ク

、
ソ
は

空

色

、
ラ

は

黄

色

、
シ

は

銅
色

、
ド
は
再

び
赤

色

と
い
う

。
別

に

’
ド
レ
ミ

フ
ァ
ソ
ラ
シ

“
の
フ

音

が

虹

の

’
赤

檀

黄

緑

青

藍

紫

‘
に
対

応

す

る
と

い
う

調

査

も
あ

る

。
人

の

感

性

で

当

然

異

な

る
も

の
だ

が

、
音

楽

家

で
は
共

通

す
る
色

彩
が
少

な
く

な
い
。

そ

う
い
え

ば
、
作

曲
家

の
坂

本

龍
一

氏

が

、
東

京

大

学

で
Ｍ
Ｒ
－

の

実

験

に
協

力

し

た
こ
と

が
あ

る

。
目

を

閉

じ
て

作

曲

を

連

想

す

る

だ

け
で

、大

脳
の
聴
覚
や
視

覚

、

運

動

の

部

位

が

活

発

に

／`
動

す

る
の

が

証

明

さ

ｙ

、
い

た

゜
イ

メ

ー
ジ

で

音

ヴ
　
を

聴

き

、
彩

を

感

じ

、

鍵
盤

を

指
で

弾

い
て
い

る
の
で

あ
ろ
う

。

筆

者

も

恥

ず

か
し

な
が
ら
音
楽
家
の
一
人

。

づ
　
坂

本

氏

の

１

０

０

分

。

の
１

ほ

ど
だ

が
色

聴

を

゛
一

感

じ

、
医

学

者

と

し

て

冷

静

に
理

解

で

き

る
。
こ

の
現

象

を
一
般

の
人

に
わ
か

つ
て

も
ら

う
た

め
、
音
色

と

感

性

と
の
関

係

で
説

明

し
よ

う

。
フ

ル
ー
ト
↓

希

望

、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
↓

憩

い
、
オ

ー
ボ
エ
↓

悲

し

み

、
ホ
ル
ン
↓

神

の

啓

示

と
の
こ

と

だ

が
、
あ

な

た

は
ど
の
よ

う
に
感

じ
ま

す
か
？

（
医

学

博
士
・
内

科

医

師

）
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